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ラーマーヤナ (02) / ⽬次 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0001. ラーマの徳の礼讃 
0002. ラーマを王位継承者とする諮問 
0003. ラーマの灌頂の決定 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0004. ラーマ、⺟后を訪問 
0005. ヴァシシュタ仙、ラーマを訪問 
0006. 都城の雑踏 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0007. 傴僂⼥マンタラーの失望 
0008. マンタラーの教唆 
0009. カイケーイー、ラーマ追放の⼿段を画策する 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0010. カイケーイー妃が王を懐柔する 
0011. ⼆つの願いごとの懇願 
0012. ダシャラタ王の嘆き 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0013. カイケーイー、王の嘆きを無視する 
0014. ラーマの召喚のためにスマントラの派遣 
0015. スマントラ、ラーマを迎えにゆく 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0016. ラーマ、王命を受けて王宮に赴く 
0017. ラーマ王⼦、⼈々の歓呼する中を王宮に⾏く 
0018. ダシャラタ王、ラーマに森の⽣活を命令する 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0019. ラーマ、森の⽣活を決意 
0020. カウサリヤー妃の嘆き 
0021. ラーマ、⽗の⾔葉を遵奉する誓いを述べる 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0022. ラーマ、ラクシュマナに運命にさからいがたいことを説明する 
0023. ラクシュマナの怒り 
0024. カウサリヤー妃、事の成⾏きを覚る 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0025. ⺟后の祝福の⾔葉 
0026. ラーマ、シータ妃に指⽰をする 
0027. シーター妃が森に連れて⾏ってくれとせがむ 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0028. ラーマ、シーター妃に森の⽣活の苦労を語る 
0029. シーター、重ねて森に⾏くことをねだる 
0030. ラーマ、シーターが蹤いてゆくことに同意する 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0031. ラクシュマナ、随⾏を許される 
0032. 出発に際しての財産の分配の次第 
0033. ラーマ、ダシャラタ王の宮殿に赴く 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0034. ダシャラタ王の気絶 
0035. スマントラ、カイケーイー妃を⾮難する 
0036. ⼤⾂シッダールタ、カイケーイー妃に諫⾔する 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0037. ラーマとシーター、樹⽪の⾐服を着る 
0038. ラーマ、⺟后の保護を⽗王に懇願する 
0039. 出発をひかえて 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0040. 市⺠たち、ラーマの後を追う 
0041. アヨーディヤーの動揺 
0042. ダシャラタ王の嘆き 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0043. カウサリヤーの嘆き 
0044. ラクシュマナ王⼦の⺟スミトラー妃がカウサリヤー皇后を慰める 
0045. タマサー河の岸に到着 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0046. ラーマ、市⺠の眼をくらまして森に向かう 
0047. 市⺠はラーマのあとを追うのを諦めて、都城に還る 
0048. 都城の⼥たちの嘆き 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0049. ゴーマティー河などを渡って、森に⼊る 
0050. シュリンガ＝ヴェーラ王グハ、迎えにくる 
0051. ラクシュマナとグハ、親しく語りあう 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0052. ガンガー河を渡る 
0053. ラーマ、ラクシュマナと話しあう 
0054. ラーマら、バラドヴァージャ仙の住まいに赴く 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0055. ラーマの⼀⾏、ヤムナー河を渡る 
0056. ラーマら、チトラ＝クータ⼭に住む 
0057. 御者スマントラ、都城アヨーディヤーに還る 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0058. スマントラ、ラーマたちの消息を伝える 
0059. ダシャラタ王の嘆き 
0060. スマントラ、カウサリヤーを慰める 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0061. カウサリヤー皇后、ダシャラタ王をなじる 
0062. ダシャラタ王、カウサリヤー皇后の許しを哀願する 
0063. ダシャラタ王、過去の罪を思い出す 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0064. ダシャラタ王の死 
0065. 后妃たちの嘆き 
0066. ダシャラタ王の遺骸を油の桶に⼊れる 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0067. 王国に王のいないことの損失についての説明 
0068. バラタ王⼦を迎える使者を派遣する 
0069. バラタ、悪夢を⾒る 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0070. バラタ王⼦、ラージャグリハを出発する 
0071. バラタ王⼦、アヨーディヤーに帰る 
0072. バラタ、留守中の出来事を⺟から聴く 

-26-



ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0073. バラタ、⺟カイケーイーを⾮難する 
0074. バラタ、⺟カイケーイーを弾劾する 
0075. バラタの宣誓 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0076. バラタ、ダシャラタ王の葬儀をとり⾏なう 
0077. バラタとシャトゥル＝グナの嘆き 
0078. シャトゥル＝グナ、マンタラーを折檻する 
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ラーマーヤナ (02) / [02] アヨーディヤーの巻（アヨーディヤー＝カーンダ） 
0079. バラタ、即位を拒否し、ラーマを迎える道路の構築を命令する 
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ラーマーヤナ (02) / 解題『ラーマーヤナ』 (02) 
0001. 『ラーマーヤナ』の刊本、訳本ならびに研究書 
0001. (01) 『ラーマーヤナ』の最新の刊本 
0001. (02) 『ラーマーヤナ』の訳本、研究書 
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ラーマーヤナ (02) / 解題『ラーマーヤナ』 (02) 
0002. 東南アジアにおけるラーマ物語の伝承 
0002. (01) インドネシアにおけるラーマ伝説 
0002. (02) カンボジアにおける『ラーマーヤナ』 
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ラーマーヤナ (02) / 解題『ラーマーヤナ』 (02) 
0002. (03) タイにおけるラーマ物語 
0002. (04) ラオスにおけるラーマ伝説 
0003. 中国におけるラーマ物語 
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ラーマーヤナ (02) / 解題『ラーマーヤナ』 (02) 
0003. (01) 中央アジア出⼟⽂献に⾒られるラーマ伝説の痕跡 
0003. (02) 雲南省の傣族の間におけるラーマ伝説 
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ラーマーヤナ (02) / あとがき 
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